
【
村
尾
通
信
員
・
地
本
青
女
】

２
月
３
日
、
「
青
年
女
性
委

員
会
２
０
２
４
春
闘
学
習
交
流

集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
分
会
よ
り
委
員
長
を
は
じ

め
、

全
体
で

21
名
の
仲
間
が

参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
荒
牧
青
年
女
性
委

員
長
よ
り
総
務
企
画
部
長
交
渉

の
意
義
・
目
的
に
つ
い
て
の
話

が
あ
り
、

ま
た
昨
年

11
月
の

賃
金
引
上
げ
に
つ
い
て
取
り
上

げ
、
「
意
見
を
伝
え
続
け
る
こ

と
に
意
味
が
あ
る
。
今
集
会
で

意
見
を
集
約
し
、
総
務
企
画
部

長
交
渉
を
よ
り
良
い
も
の
に
し

よ
う
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。今

年
は
、
的
場
中
央
事
務
局

長
も
参
加
し
、
「
春
闘
学
習
交

流
会
は
活
動
の
集
大
成
の
場
で

あ
り
、
実
態
を
踏
ま
え
た
改
善

点
を
あ
き
ら
め
ず
に
継
続
し
て

伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

分
散
会
で
は
、
新
規
採
用
者

の
仲
間
も
い
た
こ
と
か
ら
ま
ず

自
己
紹
介
を
し
、
分
会
段
階
か

ら
出
さ
れ
た
生
活
・
職
場
の
悩

み
や
意
見
に
つ
い
て
全
体
で
共

有
し
、
総
務
企
画
部
長
交
渉
に

向
け
要
求
内
容
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

総
務
企
画
部
長
交
渉
で
は
、

「
賃
金
・
諸
手
当
」
「
組
織
・

要
員
」
「
諸
権
利
」
「
職
場
環

境
の
改
善
」
「
そ
の
他
（
研
修
、

庁
舎
・
宿
舎
の
改
善
、
業
務
内

容
等
）
」
の
項
目
別
に
要
求
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

当
局
か
ら
は
、
「
諸
手
当
の

拡
充
・
増
額
等
に
つ
い
て
は
人

事
院
四
国
事
務
局
長
に
伝
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
回
の

意
見
も
林
野
庁
や
人
事
院
四
国

事
務
局
へ
伝
え
る
」
「
組
織
・

要
員
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
退

職
者
数
を
見
据
え
た
新
規
採
用

者
数
の
確
保
に
つ
い
て
引
き
続

き
林
野
庁
へ
要
望
し
て
い
く
」

な
ど
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

当
局
回
答
に
つ
い
て
は
、
林

野
庁
段
階
で
決
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら

実
効
性
の
あ
る
回
答
は
少
な
か
っ

た
で
す
が
、
各
分
会
の
参
加
者

か
ら
は
「
各
署
の
実
態
に
つ
い

て
情
報
交
換
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
「
仕
事
で
の
悩
み
を
気
軽

に
相
談
で
き
、
私
生
活
面
で
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
え
る
よ
う

話
し
合
え
て
良
か
っ
た
」
「
他

分
会
の
方
と
の
話
し
合
い
を
通

じ
て
今
の
状
況
を
客
観
的
に
見

る
こ
と
が
で
き
、
自
分
を
見
つ

め
直
す
良
い
機
会
が
得
ら
れ
た
」

「
同
じ
係
員
の
人
と
交
流
で
き

て
良
か
っ
た
」
な
ど
、
集
会
を

通
じ
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
春
闘
学
習
交
流
集
会

を
通
じ
て
様
々
な
状
況
で
働
く

仲
間
の
悩
み
や
実
態
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
集
会
で
出
さ
れ
た

実
態
等
を
各
分
会
へ
持
ち
帰
り
、

仲
間
に
共
有
す
る
こ
と
で
、
組

合
活
動
の
前
進
に
つ
な
げ
て
い

く
と
と
も
に
、
私
た
ち
が
将
来

に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
し
、

仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
更
に
よ

り
良
い
権
利
や
制
度
の
拡
充
に

向
け
、
引
き
続
き
青
年
女
性
委

員
会
活
動
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

【
江
嶋
通
信
員
・
地
本
青
女
】

３
月
２
日
～
４
日
に
か
け
て
、

２
０
２
４
林
野
労
組
青
年
女
性

春
季
生
活
闘
争
学
習
交
流
集
会

が
東
京
都
・
林
野
会
館
で
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら

28
人
の
仲

間
が
集
結
し
、
四
国
地
本
か
ら

は

3
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
共
済
オ
ル
グ
と

情
勢
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

共
済
オ
ル
グ
で
は
、
本
部
よ
り

総
合
共
済
、
団
体
生
命
共
済
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

情
勢
報
告
で
は
、
中
央
本
部
天

田
交
渉
部
長
よ
り
国
内
外
の
政

治
、
国
有
林
情
勢
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
初
め
に
各
地
本

よ
り
問
題
提
起
を
行
い
、
地
本

で
抱
え
て
い
る
課
題
や
職
場
実

態
を
共
有
し
ま
し
た
。
全
地
本

共
通
し
て
要
員
不
足
の
実
態
が

報
告
さ
れ
る
と
と
も
に
、
若
手

職
員
の
負
担
増
加
、
業
務
量
や

人
間
関
係
な
ど
で
悩
ん
で
い
る

実
態
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
現
場
職
員
が
減
少
す

る
中
で
１
人
森
林
事
務
所
の
実

態
が
増
え
て
お
り
、
安
全
面
に

も
影
響
が
生
じ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
要
員
確
保
、
職
場
実
態
の

改
善
の
必
要
性
に
つ
い
て
参
加

者
全
体
で
共
有
し
ま
し
た
。

３
日
目
の
林
野
庁
交
渉
で
は
、

「
賃
上
げ
・
諸
手
当
の
改
善
」

「
要
員
要
求
」
「
職
場
の
諸
権

利
の
確
保
」
「
職
場
環
境
の
改

善
」
の
項
目
に
つ
い
て
、
参
加

者
全
体
で
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

青
年
女
性
委
員
会
の
求
め
に
対

し
て
、
林
野
庁
当
局
の
回
答
は
、

納
得
の
得
ら
れ
る
よ
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
職

場
環
境
の
改
善
や
、
林
野
庁
に

対
し
て
意
見
を
訴
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

各

地

本

の

参

加

者

か

ら

は

「
地
本
や
分
会
レ
ベ
ル
で
仲
間

の
声
を
引
き
出
す
こ
と
や
、
そ

れ
を
当
局
へ
伝
え
る
こ
と
に
つ

い
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と

感
じ
た
」
「
貴
重
な
意
見
交
換

の
場
で
有
意
義
だ
っ
た
と
感
じ

た
」
な
ど
の
感
想
が
だ
さ
れ
て

お
り
、
集
ま
る
こ
と
の
重
要
性

や
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
集
会
で
し
た
。
今
回
の
集

会
で
学
ん
だ
こ
と
を
四
国
地
本

の
運
動
に
も
反
映
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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2024 ／ ３ ／ 25

地本組織化対策会議

（ＷＥB開催）

2024 ／ ４ ／ 20

地本女性集会

（高知市）

2024 ／ ５ ／ 17

全国組織財政確率委員

会、全国書記長会議

（東京都）

2024 ／ ５ ／ 24

森林労連共済全国理事

会（東京都）

転
勤
し
て
か
ら
一
年
が
経
つ
。

職
場
の
方
か
ら
大
根
や
白
菜
、

大
き
な
鯛
な
ど
色
々
頂
い
て
い

る
。
鯛
は
船
釣
り
で
釣
っ
て
き

た
そ
う
で
、
我
が
家
で
は
滅
多

に
食
べ
ら
れ
ず
大
事
な
食
料
源

と
な
っ
て
い
る
▼
こ
の
船
の
出

航
し
て
い
る
港
と
は
異
な
る
が
、

高
知
県
に
お
い
て
も
『
特
定
利

用
港
湾
』
の
候
補
に
高
知
港
、

須
崎
港
、
宿
毛
湾
港
が
選
ば
れ

た
そ
う
だ
。
こ
れ
は
、
政
府
が

防
衛
力
強
化
の
一
環
と
し
有
事

の
際
に
自
衛
隊
や
海
上
保
安
庁

が
行
う
部
隊
展
開
や
国
民
保
護

活
動
に
備
え
て
整
備
す
る
『
特

定
重
要
拠
点
空
港
・
港
湾
』
が

候
補
の
よ
う
で
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
９
道
県

32
カ
所
が
選
ば

れ
た
。
そ
れ
は
、
国
民
保
護
・

災
害
派
遣
の
観
点
か
ら
、
よ
り

大
型
の
航
空
機
・
船
舶
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
住
民
避

難
や
救
援
部
隊
等
の
派
遣
が
効

率
的
に
実
施
で
き
る
と
し
て
い

る
▼
県
は
「
港
湾
の
防
災
事
業

や
大
規
模
災
害
時
の
メ
リ
ッ
ト

が
期
待
で
き
る
」
と
し
て
受
け

入
れ
る
方
針
を
示
し
た
。
指
定

さ
れ
る
と
護
衛
艦
の
接
岸
や
輸

送
艦
へ
の
物
資
の
積
み
卸
し
な

ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
、
す
ぐ
に

で
も
軍
事
利
用
が
可
能
と
い
う

訳
だ
▼
い
ず
れ
に
し
て
も
、
十

分
な
説
明
も
な
い
ま
ま
３
月
末

ま
で
に
国
と
の
確
認
書
を
交
わ

す
予
定
。
こ
の
よ
う
な
重
要
な

案
件
を
な
ぜ
、
政
府
や
県
は
急

ぐ
の
か
。
東
ア
ジ
ア
の
脅
威
が

そ
う
さ
せ
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、

こ
の
国
の
憲
法
を
変
え
る
た
め

な
の
か
。
そ
の
真
意
は
近
い
将

来
に
は
、
明
ら
か
と
な
る
の
だ

ろ
う
。
（
の
り
）

◇
公
務
災
害
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
（
１
月

期
）
（
２
／
９
）

◇
２
０
２
４
年
度
の
非
常
勤
職
員
の
雇
用
に

つ

い

て

（

ハ

ロ

ー

ワ

ー

ク

へ

の

公

募

）

（
２
／

14
）

◇
能
登
半
島
地
震
に
伴
う
「
山
地
災
害
対
策

緊
急
展
開
チ
ー
ム
」
の
編
成
及
び
派
遣
等

に
つ
い
て
（
２
／

20
）

◇
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
林
地
被
害
等
の
状

況
把
握
調
査
に
つ
い
て
（
２
／

28
）



四国森林管理局 2024年度組織・定員改正
資料作成：林野労組四国地本交渉部

新 設 森林整備部 資源活用課 企画官 ５Ｇ･１ポスト

自律的 総務企画部 企画調整課 地域業務対策官 ６Ｇ･１ポスト ①
再配置 総務企画部 企画調整課 地域業務対策官 ５Ｇ･１ポスト ②

総務企画部 企画調整課 地域業務対策官 ５Ｇ･１ポスト ②
総務企画部 企画調整課 地域業務対策官 ５Ｇ･１ポスト ②
総務企画部 企画調整課 地域業務対策官 ５Ｇ･１ポスト ②

振 替 四万十署 中津川森林事務所 森林官 ３Ｇ･１ポスト〈振替財源〉総務企画部 企画調整課 森林官 ３Ｇ･１ポスト

定員 森林整備部 企画官（供給戦略） ６Ｇ･１ポスト <自律的再配置①の財源>
合理化 計画保全部 計画課 計画調整官 ５Ｇ･１ポスト <自律的再配置②の財源>
(削減) 計画保全部 計画課 企画官（森林資源評価） ５Ｇ･１ポスト <自律的再配置②の財源>

計画保全部 保全課 測定技術指導官 ５Ｇ･１ポスト <自律的再配置②の財源>
森林整備部 自然再生指導官【四万十署駐在】５Ｇ･１ポスト <自律的再配置②の財源>
愛媛署 森林整備官 ２Ｇ･１ポスト
四万十署 森林整備官 ２Ｇ･１ポスト
安芸署 森林整備官 ２Ｇ･１ポスト
嶺北署 治山技術官 ２Ｇ･１ポスト

級の切 徳島署 事務管理官 ３Ｇ･１ポスト → ２Ｇ･１ポスト
り下げ 香川所 治山技術官 ３Ｇ･１ポスト → ２Ｇ･１ポスト

安芸署 森林官 ３Ｇ･１ポスト → ２Ｇ･１ポスト
愛媛署 森林整備官 ２Ｇ･１ポスト → １Ｇ･１ポスト〔切下げ後、定員合理化〕
四万十署 森林整備官 ２Ｇ･１ポスト → １Ｇ･１ポスト〔切下げ後、定員合理化〕
安芸署 森林整備官 ２Ｇ･１ポスト → １Ｇ･１ポスト〔切下げ後、定員合理化〕
嶺北署 治山技術官 ２Ｇ･１ポスト → １Ｇ･１ポスト〔切下げ後、定員合理化〕

役 減 該当なし

級の調 安芸署 主任森林整備官 ４Ｇ･１ポスト → ３Ｇ･１ポスト
整 愛媛署 治山技術官 ３Ｇ･１ポスト → ２Ｇ･１ポスト※１

注）全て2024年４月1日実施
新設ポスト（５Ｇ）の設置に伴うもの（コロフリ）※１

4月20日(土)

12:00 受付開始:局6階 研修室

12:30 局出発　西島園芸団地へ
13:00 開会

13:30 西島園芸団地（いちご狩り開始）
14:30 移動　局6階研修室へ

15:00 女性を取り巻く情勢学習及び生活・職場実態交流

17:00 閉会

３
月
８
日
、
地
本
は
国
公
連

合
中
国
・
四
国
地
区
協
議
会
と

合
同
で
、
「
２
０
２
４
新
賃
金

に
関
す
る
要
求
書
」
に
基
づ
く

人
事
院
四
国
事
務
局
交
渉
を
実

施
し
ま
し
た
。

な
お
、
要
求
書
に
つ
い
て
は
、

公
務
員
連
絡
会
の
要
求
書
を
基

本
に
、
こ
の
間
、
地
本
と
し
て

人
事
院
交
渉
で
要
求
し
て
き
た

課
題
を
盛
り
込
み
、
人
事
院
四

国
事
務
局
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

交
渉
で
は
、
①
多
く
の
組
合

員
が
、
物
価
高
の
影
響
等
で
生

活
の
苦
し
さ
と
将
来
に
対
す
る

不
安
を
抱
え
て
お
り
、
全
世
代

に
お
い
て
積
極
的
に
賃
金
を
引

き
上
げ
る
こ
と
、
②
公
務
職
場

に
お
い
て
は
、
要
員
減
少
が
進

む
一
方
で
業
務
量
は
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
公
務
職
場
に

お
け
る
要
員
増
を
図
る
こ
と
、

③
２
０
２
３
年
度
か
ら
、
定
年

が
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
等
も
踏
ま
え
、

55
歳
を

超
え
る
職
員
（
行
（
二
）
職
員

は

57
歳
超
）

の
昇
給
号
俸
数

の
制
限
に
つ
い
て
は
、
速
や
か

に
廃
止
し
、
定
年
ま
で
昇
給
で

き
る
仕
組
み
と
す
る
こ
と
、
④

再
任
用
職
員
の
一
時
金
つ
い
て

は
、
現
職
と
同
様
の
支
給
率
と

す
る
こ
と
、
⑤
単
身
赴
任
手
当

に
つ
い
て
は
、
異
動
を
前
提
と

さ
れ
て
い
る
が
、
新
規
採
用
者

も
含
め
、
現
実
に
単
身
赴
任
の

実
態
で
あ
れ
ば
支
給
対
象
と
す

る
こ
と
、
⑥
非
常
勤
職
員
に
対

す
る
年
次
休
暇
に
つ
い
て
は
、

雇
用
時
点
か
ら
付
与
す
る
こ
と

な
ど
、
分
会
及
び
組
合
員
か
ら

だ
さ
れ
て
い
る
意
見
、
要
求
に

つ
い
て
追
及
し
ま
し
た
。

人
事
院
は
、
局
長
が
答
弁
し
、

「
要
求
書
」
に
つ
い
て
は
、
人

事
院
本
院
へ
上
申
す
る
と
と
も

に
、
労
働
組
合
側
か
ら
の
意
見
、

国
有
林
の
業
務
実
態
等
も
含
め

て
、
人
事
院
本
院
へ
伝
え
る
と

し
、
引
き
続
き
、
公
務
員
労
働

者
の
労
働
条
件
改
善
に
向
け
て

は
、
労
働
組
合
側
の
意
見
を
聞

い
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
、
交
渉
を
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
部
段
階
に
お
い
て

は
、
３
月
下
旬
の
回
答
指
定
日

に
向
け
て
、
政
府
（
内
閣
人
事

局
）
及
び
人
事
院
と
の
交
渉
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
部
段
階

で
の
取
り
組
み
に
連
動
す
る
よ

う
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
の
組
織
・
定

員
改
正
に
つ
い
て
は
、
将
来
要

員
規
模
に
基
づ
く
定
員
の
確
保
、

国
有
林
野
事
業
の
現
場
実
態
を

踏
ま
え
た
森
林
官
の
増
員
等
を

は
じ
め
、
要
員
不
足
に
よ
り
労

働
過
重
と
な
っ
て
い
る
職
場
実

態
の
解
消
に
向
け
た
本
部
交
渉

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
森
林
管
理
局
・

署
（
所
）
に
係
る
新
設
ポ
ス

ト
要
求
と
し
て

61
ポ
ス
ト
を

要
求
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
結

果
は
、

20
ポ
ス
ト
の
新
規
増

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
律

的
再
配
置
と
し
て
要
求
し
て
い

た
局
・
署
の

55
ポ
ス
ト
に
つ

い
て
は
、
要
求
ど
お
り
の
措
置

と
な
り
ま
し
た
。

本
部
は
、
要
求
ポ
ス
ト
の
確

実
な
確
保
と
な
っ
て
お
ら
ず
、

非
常
に
不
十
分
な
結
果
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

現
場
管
理
業
務
の
重
要
性
の
観

点
に
立
っ
た
定
員
・
実
員
の
確

保
等
、
次
年
度
以
降
の
組
織
・

定
員
要
求
に
向
け
て
取
り
組
み

を
強
化
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

四
国
局
に
お
け
る
組
織
・
定

員
改
正
と
し
て
は
、
①
新
設
１

ポ

ス

ト

、

②
自

律

的

再

配

置

（
振
替
・
新
設
）
５
ポ
ス
ト
、

③
振
替
１
ポ
ス
ト
等
と
な
っ
て

お
り
、
四
国
局
に
該
当
す
る
組

織
・
定
員
改
正
の
内
容
は
、
下

表
の
と
お
り
で
す
。

地
本
と
し
て
は
、
新
設
ポ
ス

ト
の
設
置
を
は
じ
め
、
定
員
削

減
、
級
の
切
り
下
げ
な
ど
は
行

わ
な
い
よ
う
当
局
交
渉
及
び
人

事
院
四
国
事
務
局
交
渉
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
人

事
院
は
林
野
庁
全
体
の
定
員
と

実
員
に
乖
離
が
生
じ
て
い
る
こ

と
、
空
席
ポ
ス
ト
が
多
い
こ
と

な
ど
を
理
由
に
、
ポ
ス
ト
の
削

減
や
、
ポ
ス
ト
級
の
切
り
下
げ

な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
次
年

度
以
降
の
予
算
概
算
要
求
、
組

織
・
定
員
要
求
に
向
け
た
対
策

を
は
じ
め
、
職
員
の
労
働
条
件

や
業
務
運
営
の
改
善
に
結
び
つ

く
よ
う
具
体
的
な
対
策
を
講
じ

る
よ
う
交
渉
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
す
。

【
青
年
女
性
委
員
会
発
】

地
本
青
年
女
性
委
員
会
は
、

４
月

20
日
（
土
）

に
「

地
本

女
性
集
会
」
を
開
催
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
（
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
上
表
の
と
お
り
。
）

国
有
林
の
職
場
で
は
、
女
性

の
採
用
者
は
増
え
て
い
る
も
の

の
、
全
体
に
占
め
る
女
性
の
割

合
は
、
少
な
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
森
林
・
林
業
の
現
場
の

特
殊
性
も
あ
る
中
で
、
女
性
職

員
の
働
き
や
す
い
職
場
と
は
未

だ
な
っ
て
お
ら
ず
、
抱
え
る
課

題
が
多
く
あ
り
ま
す
。

今
集
会
で
は
、
そ
う
し
た
課

題
や
職
場
で
の
取
り
組
み
等
を

持
ち
寄
り
、
交
流
や
意
見
交
換

を
行
う
中
で
、
今
後
の
取
り
組

み
や
課
題
の
全
体
化
と
意
思
統

一
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま

た

、

西

島

園

芸

団

地

で

「
い
ち
ご
狩
り
」
を
予
定
し
て

お
り
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。
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２
０
２
４
年
１
月
１
日
に
発
生

し
た
「
能
登
半
島
地
震
」
は
、
家

屋
の
倒
壊
、
土
砂
崩
れ
、
大
規
模

火
災
な
ど
甚
大
な
被
害
が
生
じ
て

い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
森
林
労
連
と
し

て
緊
急
カ
ン
パ
の
取
り
組
み
を
展

開
し
、
森
林
労
連
四
国
地
連
（
全

山
労
、
林
野
労
組
）
と
し
て
、
６

１
９
，
１
７
８
円
の
カ
ン
パ
を
集

約
し
、
本
部
へ
送
金
し
ま
し
た
。

カ
ン
パ
金
は
連
合
本
部
で
集
約

さ
れ
、
被
災
さ
れ
た
方
へ
の
義
援

金
と
し
て
拠
出
さ
れ
ま
す
。
組
合

員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
地
本
・
分
会
で
「
２
０
２
４
新

賃
金
に
関
す
る
要
求
書
」
を
提
出
し
、
交
渉

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

地
本
は
、
３
月
６
日
に
要
求
書
を
提
出
、

３
月

22
日
に
当
局
交
渉
を
行
い
、
地
本
及
び

全
分
会
で
提
出
し
た
要
求
書
に
つ
い
て
は
、

林
野
庁
へ
上
申
さ
せ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

今
春
闘
で
は
賃
上
げ
の
流
れ
を
継
続
さ
せ
、

昨
年
以
上
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取
れ
る
よ
う
人

事
院
勧
告
に
向
け
て
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。


